
　３月１２日（木）南大東小学校
の卒業式がありました。118 期生
にあたる卒業生 13 名、小学校で刻
んだ歴史は素晴らしいものでした。
　スポーツでの活躍や後輩へのや
さしい関わり方は、とても模範と
なるものでした。卒業生代表の玉
那覇海音さんからは、「先生方に教
わったことをいかして中学校では
さらに多くのことを学んでいきま
す。在校生の皆さん、いつも学校
で会うたびにお兄ちゃん、お姉ち
ゃんと声をかけて、元気で色々な
ことを手伝ってくれてありがとう」
などと感謝の言葉が贈られました。 

　２月１９日(木)、大東糖業や JA 女性部、学校運営協議会の方
々、比嘉均おじい夫妻、その他学校に関わりのある多くの方々
のご協力で、さとうきび刈りから、黒糖づくりの体験作業を実
施しました！　 
　南大東島の製糖は現在、大分機械化が進み、効率化されてい
ますが、あえてキビ刈りからキビ絞りを手作業で行うことで開
拓から 125 年以上の苦労した歴史を体験し、開拓の苦労も含め
た体験ができたことと思います。 
　このように教科書や市販の教材以上の、南大東村ならではの
「生きた教材」や「足元の教材」、素晴らしい人材も埋もれてい
ます。今後とも計画的に学校教育に生かせたらと思います。 
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